2013年8月20日

法務セミナー「営業マンが知らないと損になるVATの基礎」のご案内
フランクフルト日本法人会は、デュッセルドルフ日本商工会議所及びフランクフルトラインマインGmbHとの共催で、下記の要領でセミナーを開催しますので、ここにご案内いたします。
近年、税務調査でＶＡＴを集中して検査され、追徴されるというケースが発生しています。　

その場合、法人税のように会社の利益が課税標準になるのではなく、売上又は仕入れが課税標準となり、追徴税も大きな金額になりがちです。　

ＶＡＴの追徴は、本来、会社の負担にならないはずですが、なぜ問題になるのでしょうか。　

例えば、間違って発行された請求書の修正を理由に、4年も遡って取引先にＶＡＴの支払いを求められるでしょうか。これが難しい場合や取引先が破綻して存在しない場合は、このＶＡＴの追徴税が会社の負担になる事もあり得ます。　追徴の理由としては、商流が正確にＶＡＴ上反映されていない事や、請求書の発行上の形式的なミスなどが挙げられます。ＶＡＴ申告は経理の方又は税理士が作成しますが、情報の元は営業の方が発行した請求書や会社が仕入先から受領した請求書です。

本セミナーでは、請求書の正しい発行方法を中心に、数多くの具体的な商取引のＶＡＴの扱いを解説いたします。
記

日時
2013年9月19日（木）　14:00－17:00（途中休憩あり）


終了後懇親会を予定（参加費無料）

場所
FrankfurtRheinMain GmbH



Unterschweinstiege 8, Main Airpot Center , 60549 Frankfurt am Main

講師
フランカス会計事務所
　　　　　　　 西村東陽氏（ドイツ公認会計士）、西理佳子氏


定員
45名
申込
ご希望の方は、申込用紙に必要事項をご記入の上、9月13日（金）までに、法人会事
務局へお申込ください。
尚、デュッセルドルフ日本商工会議所会員企業へは8月19日付けで案内状がＦＡＸで

送付されていますが、商工会議所とフランクフルト日本法人会の両団体に属している会員の方は、当法人会へお申し込みください。
又、会場の都合上、定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。
（一社より複数名の方の参加は可能ですが、定員の関係上、人数を限定させていただく
場合もございます。）
申込書を受領後、確認書及び会場までのアクセスをFAXにてご送付いたします。

法務セミナー「営業マンが知らないと損になるVATの基礎」のご案内
参加申込書
　
申込先：　　　フランクフルト日本法人会事務局
　　

FAX:　０６９－２０６２７
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セミナー終了後に講師の方を交えて懇親会が開催されます。主催者の準備の都合上、懇親会への出欠の有無も併せてお申し込み下さい。
　　　　　　　　☐　出席　　　　　　　　　☐　欠席
　　　　　
今回のテーマに関してご関心の高い点などがございましたら、ご記入ください。事前に講師の方にお渡しいたしますが、それをセミナーで取り上げるか否かは講師の方にお任せしておりますので、
ご了承ください。
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